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花柄の4 メーン1^ w ぷぽす画び']とIE 色の切東
椙 山で学園大泉改 ○加島塞翁、椙 山鏃 乎

被 服175

目的 被 服地 には 多種 多様 な瀬 様^ ＼ あ り　 そ の巾 で もた柄Iよ婦 人服 地 訓べ表 す1. 模 様 で’

あ る。そ れらの表現 形式 には山 詞だ の花t 基 ごして様 式化 さ北た模 様 づ2 ）抱 の絵 画的 ，自

加 妁模様,  3 模 様 が繰･, 返 いｉよ って撫旅 さ れ，- フのた型 の単位 が`組祗 的 に婿･り

４方 広等 ぶあ る.  そ ごて横 様 が単位 の配列 により承厠 こ;ll. る場合 。その単fi  となる支型 の

種 類 ，繰 り返 しの配列 豹 去および配 色が花柄の イメ ージ にヽヽ ヵヽ I'^ill与 するヵヽ £多糞 量所有

を 用いX 解所ト 瀕様 の表現形 式にフヽヽ て検討 しr-.

力 広　 差^ 、単位 の花型 色ぢ0 種 収 集し,   線 垢画 と･し沁 こ;IL i.類似 性判断 に=S:   'J   Tりしー

ず化 し，2 つの組 合也にJひヽヽ て類 似性!n りの判断ix  1 莫 之与 えて被験 濁にフ ＼ ヽ て集 計I, .

eij 型数 量化 法 之府ヽヽ 特 長 のあ る花型t  送 定I  re。配 列方去 は侭 び 。斜 め，it てk) .   図

形 配 列 であ る。IE.色方法,Sv2 ．v8 ，v]2  を基 本 色とする類似 ，対照 の3   色配 色 でヽあ'j 。

地 はItG-y  （7  5; と固定 しr-v.  Jr.記 の条件 でテレビ モ ニ７一 に模様 ２ネ レ 形 容詞 対 を用 ヽヽ

て評定 レ 因 子分斯i 行ｇ ヽヽ ，圀丿 得 典 乞外的 基冲 とし数 量化I  によ り要 殴を分蔚i / で。

箱 果　 た 型の鵜 似性 判断 の基 準 にI* 単純 ■復 雑 性 ，具 象 ・抽 象性 ぶ向係 する。錬 り返 し

＼-摂' ＼性 のあ るた 襖様 のイメ ージ は評ft,   活動　 むリ^  ? , 現代性 の4  因子 で表現 される。

花型 は評価 。活動。現 代性・ 因 子に痢 係 し　 単死'i  抱型 が’こ れe. の 因 答を高め る. li己列 で･

i3.鼎 び配 列ヵ＼"評恂 の因 了に影 響 £与 允　 充X 沁配列 が･渚動の 因子I.;貢献 する。配 色で13 .

V 18 £基本 色と しに類 似 の配 色 が゙評 価，始動，銅バ 性 の因^  £高め る.    £ 本 色*＼" ・2  り対

比 の配 色およびた 自体の 色ヵぐV  ＼8 の場 合に･まかべこの因子| て嶺効| 刻乍用す る。
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９月10 日 出 第８会場　 午後1 :30 ～4 :30

緩中衣?r-堵－＼ のz 尺んと夜に
靫＆呼が尺降尺家政　　前屈抒｝

胃釣　H埓oi 刈 申司系it 一天衣ffヽ h 令叩 ／ヽ - に陳?, 今|山 ぶ尺人と知 こ茸う犬友に焦､B
をあて-z , 牽即弄常命t 端 川 びt<^ 天んにぽし･f､リ.   e まの楯仏産・ 天衣。つげ オ、l・

冴哀z-あ^ 4 ンV-　^f 目ク)天A   ﾉ)天衣 をよ い.  ^ 叙J, 意味t  i とこ3.  -I れと関亀T  i に
喰其欠琢 、含歿烏主禄i:k. べ 尺衣とJ,つぢが-1; ^ 潔3 ．

到J、 蚤紳弄索条t 鵠a)永煙りﾐ 人kりf しぶ．宋尺斗正卸 、恥 禰以 袋羽日和・､fs､し
又ふ隆手か
'-t it-£絢！屍分動象等．雅仏私 利わ 粒煌t  そｼﾞ" - Iレ幕末・･唐画、£幻i 叶 にと: L V.
リ1 み, ひ、又日万ヽ削銭i 記̂T 帽a  oi丈書ぢと.リ 脊振をもとぶ ろ争 ＼l．

締家 訓 吋 同. 日-^ t-セmj. 糾芙し<     則-3-    と7     t翻 甲If　 天 み0)  尺友に あっz  1ぷ，

浪叙f 亀ヽ という参莱ご恥冴とうに 璽篭n 方ヽc  ，浪妙 瓦 ，と町心£車亀 にあり. 尺人が
身につiTz  刄を^t に．I) 尺心,Vv ヽi t,ヽ ･ル し. 散章t･香畢 を* さ．来迎A つけヨ と貰に昇

尺を助 けI,　日ふ 形月な|%.n,穿. ごヽ尺衣と 軋どo, 関ぼき知ij , 甲国の面砥''^*'ci馮̂大棟に

升 らトI-

疫(T  I い
腿 t･a つな・･り ヽり.. も･･fこうに史h 県 んごみl--.いとい うりrh-^i^ 釆より持 りt/jc 尺乞I  泉翔H  I fﾐんl  t  ん乙もq と-りしI 。


